
リーダーシップ研修



新しいフォロワー型リーダーシップのあり方が求められている

経営幹部は組織を運営する上で
フォロワーシップの概念が重要
であり、ダイバーシティな社会
においてサーバント型リーダー
シップを取らないと部下はつい
てこない。

利潤追求だけでなく、クオリ
ティ向上や社会課題解決など
多様なニーズに応えていく為
には全社員がリーダー像に対
する共通認識 が重要。

変化が激しい不確実
かつ複雑な時代

自律・主体性が
より重要に

めざすゴールの変化

目的が明確であり、社内共有 
し、進言し、自ら考え判断・ 
実行できる集団が企業の 生き
残りのカギに。

リ ー ダ ー シ ッ プ 研 修 ： こ れ か ら 求 め ら れ る リ ー ダ ー シ ッ プ

背 景 0 1 背 景 0 2 背 景 0 3



良きフォロワーが良きリーダーになるフォロワー型リーダーシップ論

⇒ 命令しないリーダーシップ論

これらを行える“良きフォロワー”こそが、良きリーダーになれる。

 盲目的な服従ではない、

 “理性ある服従”⇒健全な懐疑主義

 上位者への進言・提案を行うこと。

 上位者の意思を正確にくみ取り、

自律的・主体的に行動を起こすこと。

リ ー ダ ー シ ッ プ 研 修 ： こ れ か ら 求 め ら れ る リ ー ダ ー シ ッ プ

フォローするという事

実行者 実行者 実行者

中間リーダー中間リーダー

最高責任者

フォロー

フォロー

フォロー

フォロー



利潤の追求

専制型もしくは放任的
リーダーシップ

明確なビジョン設定と
変革推進

フォロワーシップの発揮

伊藤俊幸の
講演会

全社で共通の認識を持ち、部下が進言することにより、
能動的かつ 役割を超え進言が増える組織づくり

正しい独断専行ができ、
積極的にリコメンドする役割

冷静で正しい判断ができる

自発的にリーダーに従おうという気持ちを 
原動力とするリーダーシップ

社会課題解決と事業性の両立組織が
目指すゴール

リーダーシップ
のあり方

公式リーダー
の役割

メンバーの役割

フォロワーを増やしていくリーダーシップ論

リ ー ダ ー シ ッ プ 研 修 ： こ れ か ら 求 め ら れ る リ ー ダ ー シ ッ プ

これまで これから



 上司になる準備ができる

 正しい独断専行ができる

教える
サポートする

 学ぶ

 進言する
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 大所・高所から冷静高次な判
断ができる

 結果的に良質な部下が育成さ
れる

自立自走組織の基本的な考え方

リーダー

フォロワー

リ ー ダ ー シ ッ プ 研 修
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環境変化から見える5つの課題を解決へ導く研修

リ ー ダ ー シ ッ プ 研 修

01 部 下 育 成

02 社 内 交 渉

03 意 思 決 定

04 メ ン タ ル 維 持

05 プ レ マ ネ の 両 立

業務の分担量が増え自分自身の業務領域が広がる

社外の企業との交渉や社内のこと

組織としての意思決定を行い、その決定に責任をもつ

自分のマインドやモチベーションを維持することが必要

個人の業務と組織としてマネジメント業務のバランスを保つ

組織として成果を上げるために
どのように部下を育成するのかについて考えます

社外や社内において
円滑かつWINWINな交渉を行うための方法を考えます

的確かつ迅速な意思決定を行う際に
必要なことについてセッションします

どのようなことがあっても、働いていくなかで、
心が折れないよう自分を維持しながら
前向きに仕事に取り組むために必要なことを考えます

「現場の業務」と「マネジメントの業務」のバランスを
保つために必要なことについて考えます



論理的思考

本質を見抜く力

変化への柔軟性

統率力

人への興味・愛情

イノベーションの気概

国際的経験

28.9％

26.8％

21.6％

21.6％

20.6％

15.5％

13.4％

経営者層に求められている資質

 これからの経営者に求められる資質

役 員 研 修

 「論理的思考」と「本質を見抜く力」

原理法則
パターン

構造

本質的 (抽象的)

表面的 (具体的)

抽象化

注目すべき点を抜き出す

事象・経験

実際の行動に活かす

戦略・方針

具体化

概念化 体系化

共通項を言葉に表す 仕組みとしてまとめる



  変革のテーマを構想し、覚悟をもって提言できる人材   経営者としての素養を持てる人材【 目指す人材像 】

役 員 研 修

管理職

覚 悟

視 座 ビジョン

STEP UP

管理職

法 務

視 座 ビジョン

頑張る
（抽象的）

職場に着眼

問題解決
職場の

目標達成

リスク+結果の
責任（具体的）

未来に着眼 大組織の変革

課題設定

高い視座

本質を見抜く力

事象・経験 抽象化 概念化 具体化

サンメディカル様の
幹部から見た問題点を

点検する

それらがどうして
問題になっているのかを

検討する

複数の抽象化に対して
共通することを

見つけてまとめる

具体的にどうするか
計画を立て、

年次計画に落とし込む



役 員 研 修

役員候補者が学ぶべき 5つのこと

01 法務 役員として遭遇する法律全体像・

法的責任の分離

〇 取締役・執行役員の法的地位・法的義務

〇 法務から見たコンプライアンス・内部統制

〇 関係法規：会社法、商法、労働法、コンプライアンスと内部告発

〇 判例事例研究

02 経営戦略 ビジョン研修で作成した

ビジネスモデルの深堀り

〇 自社を取り巻く環境分析・将来対策

〇 提供価値と方法

〇 中期経営計画、単年度計画作成

03企業倫理 最近の企業倫理と

コンプライアンス防止策

〇 企業倫理とコンプライアンス防止策

〇 各ケースによる役員としての意思決定

〇 危機管理・メンタルヘルス管理

04 経営分析と財務分析 経営分析・財務分析に対する

理解と実践

〇 企業財務の基本的な知識

〇 経営分析の理論と実務演習

〇 BS/PL評価、キャッシュフロー、連結会計

05 企業敬遠 役員が考える経営問題解決の為の

具体策と役割

〇 役員の考える課題に対する討議と具体策

〇 役員に求められる行動指針の明確化

〇 社長の考えるテーマ・課題に関する討議
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 ビ ジ ョ ン は 中 長 期 で 企 業 が め ざ す 姿 ・ 目 標 を ⽰ す も の

 経 営 環 境 が 変 化 し て も 普 遍 的 な 「 企 業 理 念 」 に 時 間 軸 を 設 定 し 、
め ざ す 姿 ・ 目 標 と し て 具 現 化 し た も の

 自分が何者で、何を目指し、何を基準にして進んでいくのかを理解するこ
とである (ケン・ブランチャート＆シェシーストーナー)

 リーダーは組織の方向を選ぶために、将来の望ましい姿を思い描くが、そ
れをビジョンと呼ぶ。ビジョンは現実的で信頼性が高く魅力的な組織の将
来像を具体的に⽰すものである (ウォレン・ベニス＆バート・ナナス)

経営環境分析を通して得られた知見から
将来の環境予測

① やりたいこと
② できること
③ 求められていること

① ターゲット、商品・サービス
② マーケットの地位
③ 業績
④ 組織形態

中長期思考
(抽象的)

短期思考
(具体的)

企業理念
企業の使命・目的

ビジョン
企業のありたい姿

戦略
指針・基準

計画

経営ビジョン策定の流れ / 検討の視点

検討すべき視点➊ 検討すべき視点➋

ビ ジ ョ ン 構 築 研 修
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経営ビジョン策定のプロセス

 外部経営環境の変化を考える(現在→将来動向→機会or脅威)
 内部経営環境の強み・弱みを考える(強みを活かした将来像へ)

 環境分析から得られた情報をもとに、５~10年後の経営環境を予測・予想する
 自社の事業に特に影響を及ぼすであろう外部環境動向を抽出する

 予測・予想した未来の事業環境の中で、自社のありたい/あるべき姿を描く
 検討フレームは、「やりたいこと・できること・求められていること」と

「①ターゲット/商品サービス②マーケット内の地位③業績④組織形態」の
クロスで考える

 ブレーンストーミングで発散しながらアイデアを集約していく

 経営ビジョンは「文章表現」と「イラスト表現」の２側面で表現する
 ビジョン浸透には、関係者の策定プロセスへのかかわりレベルを高める

ことが大切である
 腹落ち感を演出する

意識合わせ

環境分析

未来予測・予想

経営ビジョン策定

ビジョン浸透
ロードマップ策定

 参画への動機づけを目的に「各自の描く10年後のありたい姿」を考え、発
表し、判断基準を得る発

散
、
収
束
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
て
い
く

ビ ジ ョ ン 構 築 研 修
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